
         高校野球とパリオリンピック　　　　  校長　古川　康成

   ３３日間の長い夏休みが終わりました。今年も雨が少なく、昨年ほどではありませんで

したが、暑さに見舞われた夏でした。子どもたちが大きく体調を崩したり事故や被害等に
遭ったりしたとの報告はなく、元気に前期後半のスタートを迎えられたことを大変嬉しく
思っています。
   夏の甲子園に柏崎から初めての出場となる新潟産大附属高校野球部が初戦で甲子園優勝
校を相手に画期的な逆転勝利を挙げました。甲子園球場に大洲小学校歌の作詞家でもある
土田秀雄さんが作詞のワルツ調の校歌が鳴り響いたことに一人で感動していました。次戦
で接戦を 演じた京都国際高校が 優 勝を果たしたことから、改めて産大附属
                                高校の強さを感 じました。今年の大会は金属バットが新基準となり
                               長打が激減し、産大附属 も含 め、投手力と共に守備や走塁など磨き
                               上げられたチームが上位 に進出したという 印象です。野球だけ でな
                               く他のスポーツ、そして学習においても基礎・基本の確実な習得は
                                大きな成長へのステップとなる土台であると感じた次第です。
   話題がスポーツばかりで申し訳ありませんが、パリオリンピックの話をします。
   夏休み前の集会で子どもたちにオリンピックの話をしました。もともとオリンピックは
「スポーツを通して体と心を育て、交流することで友情を深め認め合い、偏見や差別をな
くすことが世界平和に役立つ」ことを理念として始まったもので、これは学校と似ている
と話しました。そして、アスリートを応援することもいいけど、競技中や競技後の選手同
士のやり取りをぜひ見てほしいと伝えました。
   さて、大会では火花バチバチの真剣勝負が繰り広げられていましたが、前回の東京大会
から少し雰囲気の違った競技が入ってきました。それがスポーツクライミング、ブレイキ
ン、ＢＭＸなどのストリートスポーツと呼ばれる競技です。その代表的な競技が日本選手
も大活躍した「スケートボード」です。
この競技の魅力はお互いをリスペクトし、国籍関係なく誰かの技が成功すれば一緒に喜
び、失敗すれば悔しがり、駆け寄って励ます姿にあると思います。このような姿が見られ
る理由の一つに、新しいスポーツだけにコーチが少なく、仲間同士でコミュニケーション
を取り合い、学び合う競技の特性があります。「ライバルは敵ではなく自分を高めてくれ
る仲間である」との考えのもと、互いに教え合いながら共に成長し、前進する姿はまさに
「新時代のスタイル」
といっていいでしょう。女子パークで２連覇を目指した四十住さくら選手
の予選後のコメントで、「最後まであきらめずに、でも人の失敗は祈りた
くないので」とありました。この言葉に本来の平和の祭典のあるべき姿を
感じました。
   ８月２８日からパラリンピックも始まっています。近年はレベルが上が
り、健常者と互角に渡り合う選手も出てきています。前任校では子どもた
ちにボッチャを教えました。オリンピックにはない競技もあり、他競技も
含めぜひ注目してほしいと思います。



～保護者・児童のアンケートの結果より

「大洲を愛する子ども」の実現を目指し、今後も地域の

良さや伝統について学習する機会を確保していきます。

いつもありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 日々の指導に対しての謝意の言葉を多数いただき心か

らお礼申し上げます。いつも子供たちを見守って下さり本当にありがとうござ

います。

学校評価の結果について

　7月の「学校アンケート」にご協力いただき、ありがとうございました。同時期に、子どもたちにもアンケー

トを実施しました。集計の結果をお知らせします。いただきましたご意見は職員で共有し、後期の教育活動に

生かしてまいります。

　次回のアンケートは、12月を予定しています。時期が参りましたら、再度ご協力をお願いします。

保護者　学校評価　記述 学校より

日頃できない、文化活動や伝統的な体験ができるとあり

がたいです。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんは、楽しそうに学校に登校している。

お子さんは、学校の学習を「分かる」「楽しい」「できる」と感じている。

お子さんは、生き生きと発言や発表をしている。

お子さんは、学年×10分以上の家庭学習に取り組んでいる。

お子さんは、友達や周りの人に対してやさしい言葉づかいをしている。

お子さんは、良いところや頑張っているところがある。

お子さんは、家庭や地域の方に元気に挨拶や返事をしている。

お子さんは、思いやりの気持ちをもち、友達と仲良くしている。

お子さんは、楽しく運動したり、体を動かしたりしている。

お子さんは、親子で決めたわが家のメディアルールを守っている。

お子さんが、進んで家庭学習に取り組めるよう、時間帯や環境を工夫し

ている。

お子さんの言葉づかいや、お子さんに対する言葉づかいが適切である

ように気を付けている。

お子さんのよさやがんばりを認めるような声掛けをしている。

お子さんが家族や地域の方に元気に挨拶や返事をするよう、声を掛け

ている。

お子さんが思いやりの気持ちをもち、友達と仲良くできるよう、声を掛け

ている。

お子さんが楽しく運動したり、体を動かしたりするよう支援している。

わが家のメディアルールを親子で決め、守れるように支援している。

7月 保護者 アンケート

とてもそう思う だいたいそう思う あまり思わない まったく思わない



この質問項目にもあるように、子どもの良さや頑張りをほ

めることは、小学生にとってとても大切なことだと思いま

す。家庭でも肯定的な声かけを心がけたいですし、学校

でも先生からもっとほめてもらえると、ありがたいです。

　お子さんが自己肯定感や自己有用感をもてるよう、職

員がチームとなり支援していきます。

働き方改革の影響が先生方に逆に負担になっているの

では？加えて、少人数学校なのに手厚さはあまり感じら

れない。これからは学校には頼らずに個人でいろいろ選

択し子供を育てるしかしないのかなと、思う

  少人数学級だからこその利点を生かし、きめ細やかな

指導を心掛けています。

  ４月から非常勤講師が配置されず1名の欠員状態で

す。職員のゆとりはお子さんへの支援にプラス方向に働

きます。市教育委員会に非常勤講師の早期配置を求め

ていきます。

　保護者アンケートでは、「お子さんが思いやるの気持ちをもち、友達と仲良くできるよう、声を掛

けている」で肯定的評価が100％。「楽しそうに登校している」「いきいきと発言や発表をしてい

る」「友達や周りの人に対して優しい言葉づかいをしている」「良いところや頑張っているところが

ある」「思いやりの気持ちをもち、友達と仲良くしている」などで肯定的評価が90％を超えていま

す。反対に、家に帰ってからの時間の使い方（学習・メディア）に関する項目で肯定的評価が低い傾

向があります。柏崎市では、家庭学習習慣の確立を目指し、児童の1日の家庭学習目標時間を「学年

×10分」として取り組んでいます。大洲小学校の児童は、提出物や家庭学習カードから目標時間を

達成できているお子さんがほとんどです。各学級で、家庭学習の内容が充実するよう、提示・紹介、

賞賛を繰り返し、意欲を高められるよう取り組んでいきます。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校は楽しいですか。

授業（国語・算数）の内容が「分かる」「楽しい」「できる」と

感じますか。

授業の学習内容を生かして家庭学習に取り組みましたか。

自分の思いや考えを学級で発言することができますか。

自分の考えをみんなが聞いてくれますか。

自分にはよいところがあると思いますか。

友達に、その友達のよいところやがんばっていることを伝えてい

ますか。

家の人や地域の人にあいさつや返事をしていますか。

月ごとの生活目標を意識して行動していましたか。

あなたの学級は仲がよいですか。

体育や休み時間に、楽しく運動したり、体を動かしたりしました

か。

わが家のメディアルールを決め、守っていましたか。

大洲小学校や大洲地区を大切に思いますか。

7月 児童アンケート

はい まあまあ あまり ぜんぜん



9月の行事予定
　2日（月）　第2回いきいきライフ週間（～9/8） 16日（月）　敬老の日

　3日（火）　全校集会 17日（火）　移動図書館

　4日（水）　学習参観　親と子の健康座談会 18日（水）　あげほ朝会

　懇談会　PTA執行部会　 19日（木）　避難訓練（土砂災害対応）

　5日（木）　学校諸費引き落とし日 20日（金）　5・6年生　原子力防災出前講座

　6日（金）　6年生プラネタリウム学習 22日（日）　秋分の日

10日（火）　5年生自然教室（~9/11） 23日（月）　振替休日

12日（木）　藤原スクールカウンセラー訪問日 26日（火）　6年生親善陸上大会

30日（月）　PTA執行部会

授業（国語・算数）の内容が「分かる」「楽しい」「でき

る」と答えた理由について教えてください。

「学校は楽しいですか」で答えた理由について教えてく

ださい。

みんななかよく・みんなかしこく　　～いじめをしない・いじめをゆるさない・いじめを見逃さない～

　　大洲小学校では、「いじめ防止基本方針」のもと、いじめの未然防止及び早期発見に取り組むとともに、児童がいじめを

受けていると思われるときは、適切かつ迅速に対処できるように体制を整えています。

　　夏休み前に実施した「みんなちがってみんないい集会」では、いじめ問題について全校や学級で考えました。集会では、

間違った考え「シンキングエラー」について劇を行い、それをもとに学級で話し合いました。

　　相手が心身の苦痛を感じる行為は「いじめ」です。一人一人がシンキングエラーに気付き、いじめをなくすための行動が

できるよう、各学級で継続して話し合っていきます。そして、今後も、全校で「いじめをしない、いじめをゆるさない、いじめを

見逃さない」という思いをもちながら、みんなで「なかよく・かしこい」学校をめざします。

長期休業明けで心配なことや、お子様の様子で気になることなどありましたら、学校へご相談ください。また、下記の外部

相談機関等もご利用できます。

　＊シンキングエラー：共感性の欠如に基づく間違った考え

　　　　　　

　　　　　　いのちの電話　：　０１２０－７８３－５５６　　０５７０－７８３－５５６

　　　　　　SNS相談　「まもろうよこころ」　で検索

児童アンケート　質問内容 児童の主な回答

○　友達と話したり、遊んだり、一緒に勉強できるか

ら
△　苦手な授業があるから。

○　先生が分からない事があったら教えてくれるか

らです。

○　地域の文化が受け継がれているから

「大洲小学校や大洲地区を大切に思いますか」に答え

た理由を教えてください。

○　帰る時、地いきの人が着いて来てくれたり、あい

さつしたらへんじをしてくれるので、大切に思います。

　児童アンケートでは、「学校は楽しい」「学級は仲がよい」「授業の内容が分かる・楽しい・できると感じる」

「大洲小学校や大洲地区を大切に思う」「体育や休み時間に楽しく運動したり、体を動かしたりした」の項目で

肯定的評価が95％を超えています。今後も子供たちが楽しく学校生活が送れるように取り組んでいきます。一

方で、家に帰ってからの時間の使い方（学習・メディア）に関する関する項目で、保護者アンケート同様に肯定

的評価が低い傾向にあります。一人一人が自分の生活を見直し、改善できるように学級指導や委員会活動を

とおして指導を工夫していきます。

○　友達に会えるから。

○　先生が楽しく優しく教えてくれるから

△　たまにわからない事があるから。

○　大洲地区の人達が笑顔で挨拶してくれるからで

す
○　見守り隊がいる。五十嵐記念館がある。




